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	fill_1_6: 今回の交換留学では、多くのことを学ぶことができた。勉強面では、計量経済学の知識やプログラミング言語の使い方を勉強した。また、現地学生の積極的に授業を受ける姿勢は、自分も身に付けなければと感じた。休み時間には大学構内の様々なところで、学生同士で講義や専門的なことについて話し合いをしている光景をみかけた。日本では受け身型の勉強が多い中、このような姿は刺激的だった。生活面においては、イタリアの気候が過ごしやすく、食事がおいしいことがこころの支えになった。冬は寒かったが、3月下旬にもなると暖かくなり、天気の悪い日も少なくなった。また日本で悩まされていた花粉症が発症しなかったのもよかった。現地学生との交流では、同室の交換留学生やイタリア語コースを受けている人と会話をすることができ、英語を使う楽しさも理解することができた。様々な店や交通機関など日常生活でイタリア語を徐々に使えるようになっていったことは、自分が現地の生活に適応していっている自信につながった。また、ボッコーニ大学で同じ日本人と知り合えたことは単純に嬉しく、留学生活の悩みや楽しさなどを共有することができて良かった。
授業期間中、テスト期間中はあまり旅行などをしなかったが、それらが終わって数週間、私は旅行をした。ミラノ、ローマ、ヴェニスなどイタリアの各都市をめぐったり、オーストリアやスイスなどほかの国も巡ったりして、いろいろな文化や言語、現地人に触れ合うことができた。ただ、学生寮をでて、大きな荷物を持ち運びながらバックパッカーのように旅行していてすこし不便だったので、今後留学中に旅行したいと思っている人は、うまく授業のない日などを利用するとよいと感じた。
最後に今回の留学での心残りを紹介して終わりたい。まずはもっとたくさん勉強すればよかったというものだ。今回は専門科目3つとイタリア語を勉強した。すべてが英語で勉強量が多く、それらについてしか勉強することができなかった。ほかにも興味を持ったことがあったがそれに時間を回せなかったので、日本ではもっと計画的に勉強したいと思った。次に、もっと現地の学生や人々と交流すればよかったというものである。今回は、自分の科目の学生やイタリア語コースや同じ部屋の学生とは交流できたが、あまり課外活動に参加しなかったので、多くの学生と交流することはできなかった。もっと積極的にイベントなどに参加して話しかけに行けばよかったと感じている。最後にもっと英語力をつけておけばよかったというものである。英語が書けて読めても、自分には会話する力があまりなかったと実感した。日常生活や授業中でのやりとり、学生同士の討論など会話力が必要とされることが非常に多くそのような経験をもっと積んでおけばよかったと思った。
今後留学する機会があれば、これらのことに気を付けていきたいと思う。
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